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はじめに
　
丘美丈二郎
（本名・兼弘正厚。一九一八―二○○三）
は、戦後の一九四九年から五八年にかけて、探偵小説雑誌
『宝石』 『別冊宝石』を中心に活躍した探偵・ＳＦ作家である。　
現在、丘美の経歴について指摘されていることは、大略以下のとおりである
）（
（
。
　
丘美丈二郎は、本名・兼弘正厚。一九一八年十月三十一日大阪府生まれ。東京帝国大学工学部航空学科卒。
戦後、進駐軍勤務を経て、自衛隊のパイロットになっ 。デビュー は『宝石』百万円懸賞コンクールＣ級（短編）
に入選した一九四九年十二月の「翡翠荘綺談」であり
）（
（
、続いて翌五○年二月には、同コンクールＢ級
（中
編）
に応募した「二十世紀の怪談」 「勝部良平のメモ」が二作とも『別冊宝石』三巻一号「読切十六人選」で活
字化された。丘美の探偵小説の特色として指摘されるのは、 「佐門谷」
（一九五一
年
）（
（
）や「汽車を招く少女」
（一
九五二年
）（
（
）に代表されるように、怪談的要素を結末で科学的・合理的に解明することである。鮎川哲也は丘美の
怪談の特色を端的に、 「いままでの怪談はロマンチシズムの産物のように思われていたが、氏は、科学的な手法と姿勢で怪談 書こうとした最初の人である」と述べている
）（
（
。
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生涯に著書を残さなかった丘美の名が
）（
（
、探偵小説愛好家以外にも知られているとするなら、それは東宝ＳＦ
特撮映画『地球防衛
軍
）（
（
』 『宇宙大戦
争
）（
（
』 『妖星ゴラ
ス
）（
（
』 『宇宙大怪獣ドゴ
ラ
）（1
（
』
（監督はいずれも、本多猪四郎）
の原作
者としてであろう。　
丘美については、探偵小説雑誌『幻影城』が一九七八年三月に「丘美丈二郎特集」を組み、ＳＦ長編「鉛の
小函」を再録 たほか、丘美の書き下ろしエッセイ「 「鉛の小函」の頃」と栗本薫の評論「
（（年後のタイム・
カプセル―丘美丈二郎論」を掲載した
）（（
（
。丘美についての纏まった作品論は、この栗本薫の「
（（年後のタイム・
カプセル―丘美丈二郎論」がほぼ唯一のものといっていい。そこで本稿では、戦後初期の探偵作家であり、黎明期のＳＦ作家ともいえる
）（1
（
丘美丈二郎について、とくにその伝記に関する新知見もつけ加えながら言及するこ
とにしたい。
一
　
白嶺恭二の経歴は丘美丈二郎自身の経歴である
　
栗本薫
は
）（1
（
丘美丈二郎の作品を、
（
（）「三角
粉
）（1
（
」 「耳飾りの
女
）（1
（
」 「種馬という
男
）（1
（
」のように全くのミステリー仕
立てのもの、
（
（）「鉛の小
箱
）（1
（
」のように純粋なＳＦといってよいもの、
（
（）「勝部良平のメ
モ
）（1
（
」 「ヴァイラ
ス
）（1
（
」
のようにその中間に位置するＳＦミステリー いうべきものの三つに分類している。しかし、丘美の探偵小説は理科的な科学的解釈 よる事件の解決が多く、結末で科学的な解説が入らない探偵小説は、自殺を他殺であるように見せかける「耳飾りの女」があるだけといって ほどである。その意味では、丘美の探偵小説は、ほぼその全てが栗本の分類にいうＳＦミステリーであるといえよう。　
丘美の探偵小説で多く探偵役をつとめるのは、白嶺恭二と神志山直の二人である。白嶺恭二が登場するのが、
丘美丈二郎
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「二十世紀の怪談
）11
（
」 「鉛の小函」 「空坊主事件
）1（
（
」 「龍神吼えの怪
）11
（
」 「波
）11
（
」 、神志山直が探偵役をつとめるのが、 「三
角粉」 「ヴァイラス」 「パチンコと沈丁
花
）11
（
」 「ワルドシュタインの呪い」
（ 「ワルドシュタインの呪い」では、神志山
の名前は神志山醇になっている
）11
（
）であり、 「恐怖の石塊
）11
（
」には白嶺恭二と神志山直が二人とも登場する。
　
二人のうち、神志山直は「戦後の流行の波にのつて実録物を二三書いて名を売つた男、だが本職は私立探偵、
さういつた油断のならぬ種類の男
（ 「三角粉」 ）
とも、 「夜間学校で教鞭をとりながら、ときに探偵のような仕事
も内職にする」男
（ 「パチンコと沈丁花」 ）
とも説明されている。明智小五郎や金田一耕助の系譜に連なる名探偵型
の探偵である。ここで、作者である丘美の経歴との関係で注目したいのは、もう一人の白嶺恭二である。　
白嶺恭二について、白嶺が初登場する「二十世紀の怪談」では、戦時中、 「私
（ 「二十世紀の怪談」の話者―引用
者）
の工場」
（川西航空機会社の下請けとして、油圧操作装置の部品を製作していた兵庫県の某軍需工場―引用者）
に、海
軍監督庁より派遣された技術大尉 あり、白哲長身の美丈夫で、戦闘機の操縦士でもあったとして、次のようにその経歴が説明されている。 「彼には軍人に附き物 肩で風を切る風がなく一個の技術者として極めて協力的に且つ良心的に事態を処理しようといつた態度であつた」 。その後、白嶺は九州南端 航空基地に出張し現地修理班の一員として活躍し い が、終戦間際に本拠の横須賀航空基地に連絡に帰り、そこで終戦を迎えた。 「技術者であり操縦士でもある両刀使ひの だが、都合によつて終戦前は技術者としてその仕事一本に従事してゐた為に何とか命があつた だといふ」 横須賀航空基地は、占領軍の先達である米軍第五海兵隊が進駐軍最初の上陸を印した場所で、 「白嶺を始め在留した技術者の一行 急造 連絡事務所に罐詰めになり、その後三ヶ月に亘り終戦折衝 事務に忙殺 殆んど眠る暇もなかつたといふ。翌年早々やつと解放され京浜地方にある某工場 技術者と て入社した。当時 回顧して彼は云ふ。終戦を耳にしたとき死すべきか生きるべきかは彼にも一時、切実な迷ひであつた。だが彼はダンビラを振り廻す戦闘軍人ではない。無責任な自決を
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選ぶわけにゆかぬ。飛ぶ鳥はあとを濁さず、せめて技術者としての残された最後の責任を果すまではと終戦事務の処理に協力したのだが間もなく始つたのがあの浅ましいどさくさと物慾地獄の絵巻物であつた」 。　
一方、 「鉛の小函」では、 「白嶺の往歴は錚々たるエンヂニヤで戦時中は海軍に在職し技術者パイロツトとし
ての華やかな体験を持つ異才なのであるが、時に利あらず、戦後の不安定な境遇のせいか生来 茫莫たる風貌に尚ほ磨きが掛つて、今では完全にデイレツタンチズムに生きるさすらいの男といつた印象が濃厚である」「旧日本海軍でテストパイロツトの要職を経た老練の士」と紹介されている。　
丘美は、エッセイ「 「鉛の小函」の頃
）11
（
」で、敗戦時、 「私のように社会に出たがまだ日の浅い人や、出る間際
にあった人達は、人生経験の第一歩で、敗戦という滅多に体験できない世相にいきなり出くわし 特殊な世代である」と述べているが、戦時中の丘美自身については語ることがない。東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』に掲載された丘美丈二郎インタビュ
ー
）11
（
の年譜に、 「大正
（年
（0月
（（
日、大阪生まれ。東京大学工学部航空学科を卒業。海軍に技術士官として入り、補給・調達関係に所属 ながら、航空機の設計をする。技術者も実際に操縦 経験が必要だという海軍省 意向で飛行訓練を受ける」 あるのが 戦時中 丘美の消息を伝えるこれまでの唯一のものである。　
しかし、碇義朗の『幻の戦闘機「零戦」後の陸海軍機の開発秘録』には、海軍のエンテ型
（先尾翼型式）
高速
戦闘機「震電」を試作したエンジニア・パイロットの鶴野正敬技術大尉
（はじめ造兵大尉。一九四二年に造兵・造
機あわせて技術大尉に呼称が変わった）
をめぐって、次のような記述がある
）11
（
。
　　
　
貴重な技術者をひとりでもおおく確保しよう、と陸海軍は大学および専門学校の工科系学生をきそって
とり、軍服をきせて技術士官とした。海軍では、その技術士官に、さらに飛行機操縦を習得させることにより、設計者としての能力をたかめようとした
（中略）
。設計者はパイロットのいうことを聞いて、それを
丘美丈二郎
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分析し自分の設計にフィードバックするのだが、完全な意志の疎通というのはむずかしく、たがいにイライラすることも生じる。しかし、設計者がパイロットであれば、そういうなやみ 解決する。そこで、昭和十六年に海軍は航空本部技術部長・多田力三機関少将
（のち中将）
の提案で、飛行機の設計に従事する技
術士官の一部 、操縦教育が実施されることになった。この制度により昭和十六年度が鶴野正敬
（戦闘機）
、
安田忠雄
（水上機）
両造兵大尉、十七年度が兼弘正厚
（戦闘機）
、奥平緑郎
（攻撃機）
両技術大尉、十八年度が加
藤正明
（水上機）
技術大尉の、あわせて五名のエンジニア・パイロットが生まれた。
　
すなわち、丘美丈二郎
（本名・兼弘正厚）
は、震電の設計者である鶴野正敬に次ぐ、海軍が正規に養成した戦
闘機のエンジニア
（技術者）
・パイロット第二号だったのである。鶴野は一九四三年、 「震電」試作に先立って
海軍航空技術廠
（空技廠）
で「震電」そっくりのモーター・グライダーを作り、木更津でテスト飛行を行ったが、
「九七艦攻に曳航されて空中にあがった「震電」グライダーは、高度五○○メートルで離脱すると自力で飛行した。操縦は、もちろん鶴野自身、そして曳航の九七式艦上攻撃機を操縦するのは、鶴野の大学
（東京帝国大学
工学部航空学科―引用者）
後輩で、これも一年あとのエンジニア・パイロットである兼弘正厚技術大尉だった」
という。　
以上の碇義朗の震電をめぐる記述に鑑みるなら、 「海軍監督庁
（空技廠―引用者）
より派遣された白嶺技術大尉
（中略）
は戦闘機の操縦士でもあつた」
（ 「二十世紀の怪談」 ）
、 「錚々たるエンヂニヤで戦時中は海軍に在職し技術
者パイロツト しての華やかな体験を持つ異才」
（ 「鉛の小函」 ）
という、丘美の小説に登場する白嶺恭二の経歴
は、作者である丘美自身 経歴を敷衍したものと考えていいのである。　
戦時中の一九四二年
（昭和十七）
十一月―四三年一月の霞ヶ浦海軍航空隊を舞台とした「空坊主事件」は、 「白
嶺が旧日本海軍の数 技術将校の中から選出され、戦斗将校の卵で る若い士官達と一緒に、飛行機の操縦
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訓練を受けた頃に起つた奇妙な事件の実録」とされているが、霞ヶ浦の水郷の描写が秀逸であり、丘美自身が霞ヶ浦航空隊で操縦訓練を受けたことも確 である。　
「二十世紀の怪談」で白嶺は、横須賀の終戦連絡事務所にいた時、米軍のＡＴＩＧ
（航空技術情報団）
から日
本の陸海軍が有した航空技術 関する資料の提出を命じられたとして、 「海軍の爆撃機は速力と高々度性能でＢ―二九より一段と優れてゐたし局地戦闘機に至つてはその頃全世界に類を見ない強力なものだつたんだ。然しいづれも試作の域を出てゐない。技術とは物を実用化
0
することであつて、一つ二つずばぬけた物があつても
平均水準を高めることにならない。終戦時残つてゐた飛行機は全部破壊されたのだが、之等 試作 母艦に積んで大切に米国に持去られた」と述懐しているが、ここ いう海軍の局地戦闘機は 丘美自身が のグライダーを曳航 た震電を指す である。　
東京帝国大学工学部航空学科を卒業して、飛行機の設計技術者になったという丘美
（兼弘）
の経歴は、海軍の
エンジニア・パイロット第一号である鶴野正敬の後輩に当たるだけでなく、学年は離れているが零戦の設計者として、宮崎駿監督の『風立ちぬ
）11
（
』の主人公にもなった、堀越二郎
）1（
（
の後輩にも当たることになる。
　
ところで、一九三八年四月に東京帝国大学工学部航空学科に入学する以前の丘美
（兼弘）
について、新知見を
つけ加えたい。京都大学教授 福井謙一が一 八一年十二月にノーベル化学賞を受賞した際、 『化学』一九八二年一月号が受賞を祝福する特集を組み、 「福井謙一君
　
おめでとう！―中学・高校・大学の同窓生が語る」
として、福井の同窓生三人によ エッセイを掲載している。その中に、 「元航空自衛官。現在 技術翻訳士
（自
営）
」の兼弘正厚による「ものすごい探求心を秘めたジェントルマン」という一文があ
る
）11
（
。このエッセイで兼
弘、すなわち丘美は、 「ノーベル賞の由来は、化学者ノーベルが発明し きわめて人間臭い目的の工業化 製品が本来の意図に反して予期せぬ方面に使用されはじめた贖罪のため設けられた きいています。
（中略）
現に
丘美丈二郎
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人類は原子爆弾が実現する以前、日本人にとっては広島や長崎に大変な一発を食うまでは、その道の専門家以外は顧みようともしなかった原子物理や原子化学を今日ではほとんどの人類が、ことに日本人は話題に せます。この時点ですら福井君の理論の真意は専門家以外にはまだまだ吸収しがたい奥の段階にあるのです。
（中
略）
見方によっては驚くべき反主流的な闘志です。このすさまじさを福井君はどこで獲得したのでしょうか。
中学校から高等学校にかけ、彼の身近にいた私には、やはり高等学校と結論できそうです」と述べている。　
福井謙一は丘美と同じ一九一八年
（大正七）
の生まれ。一九三五年
（昭和十）
に旧制大阪府立今宮中学校四修、
一九三八年
（昭和十三）
に旧制大阪高等学校を卒業しているから、丘美も福井の同級生として、大阪府立今宮中
学校・大阪高等 を卒業したと考えていい である。なお ここで丘美がノーベルの贖罪との関係で原子爆弾に言及しているのは、後述するように「鉛の小函」で原子力の危険を説いた丘美の面目躍如たる文章といえよう。
二
　
丘美丈二郎の探偵小説・ＳＦ論
　
丘美丈二郎は職業作家にならなかったため、趣味的な余技作家に数えられる。しかし、 『探偵趣味』十一号
の巻頭言で、 「 〈趣味〉とは人生の余技だと云った人がおります。それなら人生の本技と 何だ？
　
と反問しま
しょう。この人の曰くは、生計の資を得る仕事が本技で最も大切なつとめであり、それ以外は皆つけたしの余技だとい 意味らしいです。この考え 明らかに逆立ちしているようですね 生計 手段、即ち生存の理由である奴隷 特殊な 種を除けば
 ――
 。〈
趣
味
〉
と
は
十
人
十
色
で
は
あ
る
が
各
々
の
人
生
に
と
つ
て
は
も
つ
と
意
味
のある重要なものです。趣味は手段ではなく目的の 種です」と述べたように
）11
（
、丘美は戦後の探偵作家の中で
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も、明確な目的意識を持って探偵小説を執筆した稀有な存在である。　
丘美が探偵小説を執筆するに当たって目的としたのは、科学的合理性・科学的精神の啓蒙普及であった。た
とえば、 「勝部良平のメモ」では、 「筆者の趣味と て、探偵小説の本当の興味はむしろ文学を解脱した論理性乃至は科学的合理性にあるとさへ感じてゐる。そんなものを探偵小説とは呼べぬとならば推理文とでも推理論説とでも適当な名前を付ければよい」と述べ いる。評論「探小に於けるセクショナリズムと立場の調整統一」では、探偵小説における理科的興味と文科的興味の対立 めぐっ 「探小
（探偵小説―引用者）
に含まれた
謎と面白味の大半は理科的面白さである」とま 断言す
）11
（
。こうして丘美は、評論「論文派の誕生」で、自ら
の理科的探偵小説の立場を論文派と定義し、 「 『中心テーマの学問的意味と価値を世に紹介し愬え且つ啓蒙するのを主眼とする』即ち手取り早く言えば、論文
0
を小説的な形式で表現したもの」とすら述べるのである
）11
（
。
　
丘美が探偵小説に理科的な科学的意識の普及を託したことの背後にあるのは、戦時中の職業軍人が科学的合
理性を重んじる技術者を冷遇し、精神至上主義を鼓吹 た結果の惨めな敗戦と、占領下にあった戦後日本の政治家や役人の腐敗・保身への憤りであった。前者については 二十世紀の怪談」に散見して見出せるが、後者については、 「お茶屋で馬鹿酒を んで助平面をテラ〳〵と怪気焔をあげる様な非科学的な野卑な雰囲気は純正理論を愛好する科学的な人間の精神 は本質的に相容れぬ」 、当世の「政治屋」 野卑 ハッタリを厳しく批判する「探偵小説と政治 」のような評論 ある
）11
（
。
　
そして、 「鉛の小函」を執筆した動機として、後年、 「その頃、私の食うための職業は、いわゆる進駐軍勤め
で、しかも行く先が、ミリタリー・ガバメント
（軍政府）
という米軍付属のお役所であったため
（進駐軍大阪軍政
府に勤務―引用者）
、占領軍の方針や思想がよくわかる一方、応対する日本政府側の動きもよくわかる立場にあ
った。
（中略）
我慢できないのが日本のお役人のムードであった。日本全体のためという意識でなく、応対して
丘美丈二郎
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いる自分個人と自分達のグループの保身を第一にという色の濃いのが目について仕方がない。又、お役人も、まじめ一本では食って行けない世情の影響もあって、いつの世でも官公吏には きものの汚職的な動きが、半ば習慣的に公然とまかり通る世 中であった。若くて、あまり融通 きかない私 、怒り 向け先に困ったものである。このような諸々のストレス はけ口として、
 ――
 『
小
説
の
形
を
借
り
て、
世
間
に
ぶ
つ
け
て
や
ろ
う』
 ――
 という強い発意が動機になって書いたのが、今回紹介された、 「鉛の小函」
で
あ
る。
私
の
好
き
な
科
学
小説の形態をとっているが、執筆 動機は政治に対する若者の憤りで、内容や筋書きにも三十年ほど前の私の気持ちが随所に現れている」と回顧して述べている
（ 「 「鉛の小函」の頃」 ）
。すなわち、占領下の日本政府の政治
家と役人への憤りが最も横溢しているのが、丘美のＳＦの代表作、 「鉛の小函」であった。　
本章の最後に、丘美のＳＦについての立場を述べておきたい。丘美は、評論「Ｓ・Ｆの二つの行き方
）11
（
」でＳ
Ｆ
（空想科学小説）
を二つの種類に分類する。一つは、幻想科学小説であり、もう一つは科学予想小説である。
丘美によれば、前者が物理学を無視した空想を繰り広げ 文学的 立場だけが幻想科学 説のお伽噺的興味を評価し得るのに対して、後者は科学が主題、文学が小道具となり、将来に予見 得る科学的事実を説明しているものである。丘美のＳＦの立場が、後者の科学予 小説にあること うま もない　
さらに、東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』のインタビューでは、
丘美は「私のはＳＦ
 ――
 サイエンティック・フィクションではない。私のはＳＳ
 ――
 サイエンティック・
ス
トーリーであると。あるサイエンスがありましてね。そ を外挿しますと、この時点でこうなるんだという、科学的根拠をもって考えたものであるという事ですね。おとぎ話のように頭に浮かんだことを空想 なら誰だってできるんです。現状から判断して、近 将来はこうなり得 ということを外挿法で描いて、ボヤボヤしてたら危ないぞということを警告 ようと思ってたんですね」と述べている。すなわち 丘美は自らのＳＦを、
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幻想性を排した科学予想小説、サイエンティック・ストーリーと規定するのである。
三
　
「鉛の小函」と原子力利用への警鐘
　
丘美のＳＦの代表作である長編「鉛の小函」は、一九五三年七月発行の『宝石増刊』八巻八号に掲載された。
ただし、東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』の丘美丈二郎インタビ
ューによれば、 「鉛の小函」は『宝石』百万円懸賞コンクールのＡ級部門
（長編。二○○枚）
に応募しようとして
書き
（ 「鉛の小函」の枚数は三二○枚）
、締切に間に合わなかったけれども出したというから、執筆の時期は同コン
クールＢ級
（中編）
に応募した「勝部良平のメモ」 「二十世紀の怪談」 、Ｃ級
（短編）
に応募したデビュー作「翡翠
荘綺談」と同じく一九四九年―五○年初頭までさかのぼることになる
（作中、 「鉛の小函」の年代は一九五○年に設
定されている）
。長い間放っておかれたが、一九五三年当時の『宝石』編集長の永瀬三
吾
）11
（
が原稿を見つけて面白
く思い、 『宝石増刊』に掲載に至ったという。　
「鉛の小函」は、技術者パイロットとしての経歴を買われた白嶺恭二が、アイゼンドルフ博士を艇長とし、
各国人から編成された宇宙艇の主操縦士に迎えられ、月から火星に向かう宇宙旅行に行く話である。アイゼンドルフ博士の宇宙旅行の主目的は、火星と木星の間にある小惑星の放射能の調査であった。　
丘美がアイゼンドルフ博士をして語らせた小惑星の話に入る前に、まず野尻抱影の説明
）11
（
に依拠して、小惑星
に関する概略を述べておきたい。すなわち 惑 が太陽と離れている距離には一定 比例が るのに、火星と木星の間は空きすぎている。そこで、その間にもう つ惑星が挟まっていていい ずだと昔から考えられていた。ところが、十九世紀を迎えた元日の夜に、イタリアのピアッジという天文学者が、地中海のシチリア島で
丘美丈二郎
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火星と木星の間に位置する直径七七○キロの惑星を見つけ、ケレスと名づけた。続いて第二のパラス
（直径四九
○キロ）
、第三のジュノー
（直径一九○キロ）
、第四のベスタ
（直径三九○キロ）
が発見され、どれも小さいのでプラ
ネトイド
（小惑星）
と総称することになった。その後もぞくぞくと発見され、今では軌道の知れているだけでも
千五百以上にものぼっている。学者の中には、こういう小 はもと一つの惑星だったものが、木星の引力のためにバラバラ 砕けたものだろうと考えている人もいる、というのが小惑星をめぐる概略である。　
丘美は、作中人物のアイゼンドルフ博士をして、火星と木星の間にあった惑星がバラバラに粉砕して小惑星
になった原因を、この惑星の上に住ん 高等生物が原子力兵器を使用した誤りによるも として、次のように説明する。　　
 「儂は何故小惑星という特別な天体だけが放射能を示し普通の大遊星
（惑星―引用者）
にはこれが無いのかを
いろいろと考えてみたわけじやが、あらゆる可能な説明から取捨選択してある戦慄すべき結論を得ましたのじや。
（中略）
火星軌道と木星軌道との中間即ち太陽より約四天文単位の距離に嘗て一つの大遊星があつ
たことを断言し得るのです。その質量は地球と同じか或は若干大きい程度であつた筈です
 ――
 小惑星とは
要するにこの遊星が大爆発を起し木破微塵に粉砕されたものですのじや。それも、自然の爆発 はない
 ――
 嘗てその遊星の上に住んだと考えられる高等動物が不用意にも原子力の使用を誤つたのじや
（
中
略
）
下手をするとこれが地球の近い将来の姿を暗示しているとも言えましようぞ」
　
アイゼンドルフ博士の発言を受け、白嶺が書いた手記の形で、丘美は次のような文章を綴っているが、これ
は「鉛の小函」の中でも最も高揚した一文である。　　
　
ああ、君達
（日本国民―引用者）
は生きた人間の頭上に加えられた原子力という人類の歴史に嘗てない異常
の経験を持つ人達である。卿等
（日本国民―引用者）
は人類平和の一員たらんとする限り、最も強力にその点
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を主張し人類の愚行を阻止する立場と権利を有する筈だ。愚行！
　
愚行！
　
又となき愚行！
　
愚行の果に
は木破微塵になつた地球が平山清次の説く族の理論に従つて数知れぬ小惑星の群となり、永遠に地球人類の愚行の証拠を残すだろう。この恐ろしくも厳粛なる事実が起らぬ前に、君達こそこれを止める第一人者とならねばならぬ。君達の上を統治する腰抜け政府が相も変らぬ馬鹿言をほざくなら、世界人類の為にそんなものは叩き潰すべきである。我等の俊英ドニヤツクは言つた「奴等は決して君達の指導者ではない筈だ、君達が選挙権を行使して選ん 君達の使用人だ。役に立たぬ使用人を馘首する 何の遠慮がいろう」
　
丘美は先に引用した福井謙一のノーベル化学賞受賞を祝う『化学』の文章、あるいは「 「鉛の小函」の頃」
の「
（日本政府の占領軍に対する態度が―引用者）
あまりにも卑屈すぎるように思われ、原爆を喰わされた相手にそ
こまでへり下る必要はあるまい、と叫びたい気持で一杯であった」といった回想に見られるように、たびたび広島・長崎の原子爆弾投下に触れている。 「鉛の小函」のこの文章は、その丘美の原点ともいうべき、原爆を投下された日本国民の立場から、人類の原子力利用 危険に警鐘を鳴らす言葉だといえよう。ことに「鉛の小函」には、当時の国際政治を反映して、米ソの対峙が「向うみずな」原子戦に入るこ をいか 回避す か、という問題意識が横溢している。　
「鉛の小函」の発表は、一九五二年四月にＧＨＱが廃止され、対日平和・日米安保両条約が発効されて日本
が独立を回復して以降の一九五三年七月であるが、執筆の時期は占領下にあった一九四九年―五○年初頭にまでさかのぼる。独立回復後に発行された『アサヒグラフ』一九五二年八月六日号が
）11
（
、広島・長崎の原爆被害写
真をはじめて公開したのは、ＧＨＱの検閲がなくなったことによるものである。その『アサヒグラフ』で原爆被害が具体的に国民に知らされたの 先立ち、丘美が被爆国の国民 立場・権利として原子力兵器の利用に対する危険を警告する小説を書いたことは、注目すべき事実であろう。
丘美丈二郎
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ところで、 「鉛の小函」で原子力兵器による戦争の危険を説き、インターナショナルな立場に立った丘美が、
一九五四年に発足した航空自衛隊に入隊したことについても、触れておかなければならない。　
東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』に掲載された丘美丈二郎イン
タビューの年譜では、進駐軍大阪軍政府に勤務したのちの丘美の戦後の経歴が、次のように述べられている。　　
 松下電器に一時入社、東洋航空等を経て、自衛隊の創設と共に「ジェット機に乗りたい一心で」昭和
（0年
代初頭、航空自衛隊に入隊。以後、一貫し テスト・パイロットとして実験航空隊に所属。仙台、浜松から岐阜と転々とする。
（（年に自衛隊をやめ、コンピュータのソフト関係でシュミレーションの仕事に携わ
ったり、民間の整備テスト・パイロットをしたが、
（0年に操縦の仕事を離れる。現在は、技術関係の翻訳
に従事。
　
「鉛の小函」で白嶺は、 「もう一度飛行機の技術に戻りたい
 ――
 こ
れ
が
俺
の
見
果
て
ぬ
夢
で
あ
つ
た。
飛
行
機
は
既に二十世紀の交通機関である。世の進展に伴う必需性は人為的制限をいずれは打破り、日本が交通機関としての航空機を生産し使用するのを自他共に承認させる時期はいつかは来るだろう
（アメリカの占領政策によって、
日本の航空活動は禁止されていた―引用
者
）1（
（
）。だがそれに先立つて何とかその技術に接近するには？
　
米軍に職を
求めたのもその方面に僥倖を狙う気持が多分にあつたわけだ」と述懐 ているが、この白嶺の述懐は 発足した航空自衛隊に「ジェット機に乗り い一心で」入隊することになる丘美の述懐そのものであっ といえよう。　
丘美と同年の生まれである掘田善衞は、一九五一年に「広場の孤独」という小説を発表した
）11
（
。一切の政治的
支配力から精神的に自由でありたいと思う主人公
（堀田自身が寓意されている）
は、しかし敗戦後の占領という事
態の中で、日本は「クレムリンの広場」 「ワシントンの広場」 象徴 れ 国際政治の中に組み込まれ、日本人は否応なしに何らかの意味で政治に対するコミットメ トを強制される存在であることを意識して悩む。
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そして、そのことを「広場の孤独」という題名の小説に書こうとする話である。 「広場の孤独」の最後は、次のような一文で結ばれている。　　
 木垣
（主人公の名―引用者）
はぶるっと頭を振って再び空を仰いだ。星々はいつの間にか消えてしまって、空
はいつものように暗かった。光りは、クレムリンの広場とかワシントンの広場とか、そういうところにだけ、虚しいほどに煌々と輝いているように思われた。そして彼はそこにむき出しになっている自分を感じた。生れてはじめて、彼は祈った。レンズの焦点をひきしぼるような気持で先ず書いた。／広場の孤独／と。
　
後年、アジア・アフリカ作家会議の世話人となり、ベトナムに平和を、の市民集会の呼びかけ人となった堀
田善衞と、航空自衛隊に入隊した丘美丈二郎 立場は、百八十度異なるよ にも見える。しかし、 「クレムリンの広場」 「ワシントンの広場」の対立に象徴される国際政治 中で、占領下の日本国民がどのように政治的主体性を回復し 国際社会にコミットメントしていくのかと う課題は、案外堀田と丘美に共通したものであったのではなかろうか。ちなみ 、丘美が東宝ＳＦ特撮映画の原作者になったように、堀田善衞も中村真一郎・福永武彦とともに、東宝ＳＦ特撮映画『モスラ』
（一九六一年七月三十日封切。丘美原作の『宇宙大戦争』と『妖
星ゴラス』に挟まれる時期の封切である）
の原作者になるのである
）11
（
。
四
　
『地球防衛軍』 『妖星ゴラス』と「鉛の小函」
　
私の手許に、古書肆を通じて入手した、丘美丈二郎の渡辺啓助宛の書簡
（はがき）
が二通ある。一九五八年の
ものである。次にそれを紹介しよう
）11
（
。
丘美丈二郎
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○丘美丈二郎書簡
　
渡辺啓助宛
（はがき。昭和三十三年三月十九日岐阜局消印）
岐阜市殿町三七相葉荘より
　　
拝復
　　
原稿料御送金旨、確かに入手いたしました。御禮申上げます。
　　
御忙しいところをわざ〳〵御取立て下されまして有難うございました。
　　
目下期日の迫った東宝の次期科学映画原作に四苦八苦の態です。
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
草々
○丘美丈二郎書簡
　
渡辺啓助宛
（はがき。昭和三十三年六月二日那加局消印）
　　　　
住所変更の件
　　
左記の通り変更しました。
　　
よろしく御願い致します。
　　
岐阜県稲葉郡那加町桜町一ノ三
　　 　　　
丘美丈二郎
　
丘美原作の東宝ＳＦ特撮映画第一作『地球防衛軍』の封切は前年の一九五七年十二月二十八日であるが、そ
の構想に三年越し、製作準備に八ヶ月、製作日数に一二○日を要したということであるから
）11
（
、このはがきで丘
美が「期日の迫った東宝の次期科学映画原作に四苦八苦の態」と述べた東宝ＳＦ特撮映画は、第二作の『宇宙大戦争』であろう
）11
（
。
　
東宝ＳＦ特撮映画シリーズＶＯＬ・
（『キングコング対ゴジラ／地球防衛軍』の丘美丈二郎インタビューに
よれば、 『宝石増刊』 載 「鉛 小函」が東宝製作部長の田中友幸の目に止まり、丘美を航空自衛隊の仙台基地まで訪ね、 『地球防衛軍』原作の依頼があったという。 『地球防衛軍』は第一回目ということで、田中の
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要請もあって雑誌に載せてもいいような小説形式で作品にし、田中もあちこち出版を引き受けるところを当たったが、結局雑誌には出なかった。もとより、単行本にもならなかったのである。映画『地球防衛軍』をマンガにし 作品が出版されただけである
）11
（
。二回目の『宇宙大戦争』からは、小説形式でなく、原案ということで
ストーリーだけを書いた、と丘美は述べて る。先の渡辺啓助宛はがきによれば、第二作以降は航空自衛隊岐阜基地
（現各務原市）
勤務の時期に構想されたことになる。
　
『地球防衛軍』は、今から五千年前、原水爆戦争によって自らの遊星ミステロイド
（火星と木星の間にあった
太陽系第五遊星）
を破滅させ、火星に移住した宇宙人ミステリアンが、富士山麓に球形要塞ドームを構築し、地
球の土地を占領することを通告する、という話である。田中友幸は製作に当たって、 「宇宙人ミステリアンが、誤れる原水爆の利用によって自分たちの遊星を破壊したという設定をとっているが、こういう面から 原水爆実験に対する警鐘 意味を持たせたいと思う」と述べているが
）11
（
、この田中の思いは丘美のそれに共通するもの
であろう。　
ところで、ミステロイドが原水爆戦争によって破滅した、という『地球防衛軍』のストーリーは、火星と木
星の間にあった大遊星
（ 『地球防衛軍』にいうミステロイド）
の上に住んだ高等生物が、不用意にも原子力兵器の使
用を誤り、木端微塵に粉砕して小惑星になった いう「鉛の小函」の構想を流用し い ことがうかがえる。また、 「鉛の小函」には、米ソが原子力戦争 はじめるのを食い止めるため、火星に棲息す 高等生物が地球に移住することを要求しているという作り話をアイゼンドルフ博士が流す場面があ 。この「鉛の小函」の挿話は、ミステロイドから火星 移住したミステリアンが、さらに地球の土地を占領して地球 移住 る を要求する という『地球防衛軍』のストーリーに使われてい 。すなわち、 『 球防衛軍』はその構想の上で、「鉛の小函」を原型とする映画と考え いのである。
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また、 『妖星ゴラス』は黒色矮星のゴラスが突然太陽系に紛れ込み、地球の軌道と交わっていることから、
地球はこのままではゴラスと正面衝突する危機を迎える、という話であ
る
）11
（
。 「鉛の小函」には、エロス・アポ
ロ・ヘルメスなど火星軌道より内側にあって地球に近づく小惑星の話があるが
（これは丘美の創作ではない事実の
話である
）11
（
）、小惑星と矮星
（太陽系外のちっぽけな恒星）
の違いがあるとはいえ、 『妖星ゴラス』のストーリーは「鉛
の小函」で述べられた小惑星アポロやヘルメスの事例から発想されたものであろう。すなわち、 「鉛の小函」は『妖星ゴラス』の原型としての面も有しているのである
）1（
（
。
　
残念ながら東宝ＳＦ特撮映画の丘美丈二郎の原作 、活字になっては残らなかった。しかし、 「鉛の小函」
は丘美の名を社会に知らしめた東宝ＳＦ特撮映画の原型という点でも、丘美の代表作といえるのである。
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退職後、鮎川哲也が『急行出雲』に「汽車を招く少女」を再録するために連絡を取った一九七五年の時点で、すでに藤沢市に転居していた （鮎川哲也編『急行出雲 前掲、一三七頁） 。以上のことから、住所を翻刻しても個 情報の侵
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害にはならないと判断し、文面どおり翻刻することにした。
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